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関を認めた（ρ = 0.737, P < 0.001）。SWVは膵線維化と正の相関を認め（ρ = 0.440, P < 
0.001）、腺房細胞の占拠率と負の相関を認めたが（ρ = -0.428, P < 0.001）、脂肪組織の
占拠率とは相関を認めなかった(ρ = -0.013, P = 0.914)。膵線維化とSWVは膵液漏全体
（Grade A以上のすべての膵液漏）の発生率と相関を認めた（P = 0.004, P = 0.001）が、
clinically relevant POPF（Grade B以上の臨床的に問題となる膵液漏）に限局すると、統
計的に有意な相関を認めなかった（P = 0.268, P =  0.052）。ROC曲線を用いて膵液漏全
体の発生予測に関するSWVのカットオフ値を求めると1.13m/sであった（AUC 0.732）。
このSWVにその他の術前因子を含めて膵液漏全体の予測因子に関し多変量解析を行った
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